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視点からみた地域 (長野 ･坂城､中国河北省 ･保



































































































































































































制約されているかを､客観的 ･歴史的 に見 て と


















































































































































































































































































































104 長野大学紀要 第17巻第1号 1995
響があり､丸山が変化した､あるいは転向があっ
たという評価があった｡それに対しての白身の解












































































































































































































































































































































































であろうか?､また上原､鶴見､玉野 井 が世 界
(地球規模)で<地域への視点>を深化する背景
にはなにがあるのであろう?恐らく世界にとって
も問題である ｢日本｣- ｢日本型企業社会｣の形
成と確立の問題に関わっているのではないだろう
か? ｢日本型企業社会｣と内発的発展論 との比
較､高度成長と高齢化の問題を日中比較の視点で
その問題を模索していきたいと思う｡
(おがわ しょういち 教授)
(1995.4.1 受理)
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